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資料－１



１．第2回検討会における
ご意見・ご質問と対応結果



対応結果主なご意見・ご質問NO

いただいたご意見については、今後の河川管理に反
映します。

流域治水の取り組みがあるが、正常流量を確保するために流域全体
での取り組み、保水機能や地下水涵養機能を使いながら、正常流量を
割らないようにする取り組みをメッセージとして出すことはできないか。
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対応結果主なご意見・ご質問NO

清水端上流域の月別降水量、富士川の期別水利流
量の整理結果より、少雨傾向であったことを確認しま
した。（資料-１ P5,6）

正常流量と清水端の実績流量の比較をみると、H27 、H29の6月ごろに

実績流量が正常流量以下になっている。通常、雨の季節であり流量が
回復すると思われる６月頃に流量が減少している理由を確認してほし
い。

1

対応結果主なご意見・ご質問NO

H135～北松野の区間に流入している芝川の流入量
を比流量に見直しました。 （資料-１ P11,12）

同時流量観測による水収支によると、H135～北松野の区間で大きな
還元がみられているため、確認してほしい。

2

伏没量は、安全側をみて区分上流側で設定していま
すが、ご指摘を踏まえ区分を細分化しました。
（資料-１ P15～17）

現検討では伏没量を上流側で設定しているが、水理学的には徐々に
減少するものであると思われるので、設定の妥当性を確認したい。

3

伏没箇所の選定方法と、伏没の計算方法の変更しま
した。 （資料-２ P25～32）

伏没量の設定結果について、渇水時に着目すれば精度があがるので
はないか。

4

正常流量の算定結果を直近20ヵ年（H15～R4）の実績
流量と比較しました。 （資料-２ P51）

正常流量と清水端の実績流量の比較は10年間を示しているが、清水
端のデータはもっと多く存在しているため、もう少し長い20年程度の
データを提示してほしい。

5 

正常流量の設定に反映していないが、発電用水の取
水を考慮した水収支計算結果を提示しました。
（資料-２ P37～49）

現状、下流部は維持流量を確保できていないので、情報共有、情報公
開の点から、発電用水の取水制限流量を考慮した水収支計算結果も
議論の場で提示したほうが流域全体の理解につながっていくと思う。
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【確認事項】

【修正事項】

【提案事項】

対応結果は本編説明と併せて実施
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Ｎｏ．５ 正常流量算定結果20ヵ年
Ｎｏ．６ 発電用水の取水を考慮した

水収支計算結果

Ｎｏ．２ 芝川流量を比流量に見直し

荒川の流入量を維持流量に変更（精査）

Ｎｏ．３ 伏没・還元検討区分を見直し

Ｎｏ．４ 伏没箇所の選定方法と
伏没の計算方法の変更

慣行水利権の水利流量を変更（精査）

流域下水道の流入量精査及び追加（精査）

１．第2回検討会におけるご意見・ご質問と対応結果

Ｎｏ．１ ６月頃に流量が減少している理由
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２．第2回検討会からの変更内容



２．第2回検討会からの変更内容（No.1）

【検討方法に関するご意見】

○ 正常流量と清水端の実績流量の比較をみると、H27 、H29の6月ごろに実績流量が正常流量以下になって

いる。通常、雨の季節であり流量が回復すると思われる６月頃に流量が減少している理由を確認してほしい。

5/24～5/28  8/18～8/23 5/9～6/20  7/225/27～6/2

※ ：実績流量が概ね正常流量を下回る期間

H25、H27、H29の主に5月下旬（一部は6～8月）で清水端の実績流量が、
第2回検討会資料で提示した正常流量（案）を下回っている。

第2回検討会資料 検討結果と流況図の比較に正常流量（案）を下回った期間を記載
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※気象庁公表データより2003年～2022年の値を整理

清水端上流域の月別降水量の平均（2003-2022）

○清水端地点の日流量を月別で平均すると、平均的に４月に比べて、５月、６月の流量が若干少ない。

○農業用水の取水量は、５月、６月で需要が大きく増大する。

○清水端上流域の月別降水量の平均では、４月に比べて５月、６月の降雨量は、微増。

○正常流量を下回った年は、他の年に比べ小雨であったことから渇水状態になったと推定される。
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２．第2回検討会からの変更内容（No.1）



○現地観測結果の他、山梨県の調査結果を追加し、かんがい期において流量の多い取水量を採用した。

慣行水利権の水利流量を変更（精査）２．第2回検討会からの変更内容

＊1） 大堰1号2号の取水量は、太郎堰用水分派前の流量から太郎堰用水取水量を引いて算出。
＊2） 近津用水の非かんがい期の採用値は、かんがい期の現地観測結果を上回っており異常値と考えられる1.41m3/sを除いている。

減水深による
取水量採用値山梨県の

調査結果

現地観測結果の最大値
施設名称河川名

かんがい期非かんがい期かんがい期非かんがい期かんがい期

0.51
0.220.37なし0.220.37大堰1号・2号*1

釜無川
0.040.07なし0.040.07太郎堰用水

0.1300.12なし00.12竜岡用水樋管

0.4100.5710.57100.43一本杉用水

0.2000.330.3300.18西島揚水機場富士川

1.880.751.641.640.751.35差出堰

笛吹川

0.310.040.540.540.040.15馬の鞍堰

4.270.29*23.293.290.29*20.79近津用水

0.220.160.260.1420.160.26小石和神明用水

0.090.040.3120.3120.040.06増田用水

第2回検討会時の設定

変更後の設定

＊1） 大堰1号2号の取水量は、太郎堰用水分派前の流量から太郎堰用水取水量を引いて算出。
＊2） 近津用水の非灌漑期の採用値は、かんがい期の観測結果を上回っており異常値と考えられる1.41m3/sを除いている。

単位：m3/s

灌漑期 非灌漑期 灌漑期

釜無川 大堰1号･2号＊1 0.19 ～ 0.37 0.07 ～ 0.22 0.37 0.22

太郎堰用水 0.04 ～ 0.07 0.00未満 ～ 0.04 0.07 0.04

竜岡用水樋管 0.00未満 ～ 0.12 0.00未満 ～ 0.00未満 0.12 0.00 0.13

一本杉用水 0.27 ～ 0.43 0.00未満 ～ 0.00未満 0.43 0.00 0.41

富士川 西島揚水機場 0.18 ～ 0.18 0.00未満 ～ 0.00未満 0.18 0.00 0.20

笛吹川 差出堰 0.09 ～ 1.35 0.52 ～ 0.75 1.35 0.75 1.88

馬の鞍堰 0.08 ～ 0.15 0.03 ～ 0.04 0.15 0.04 0.31

近津用水 0.34 ～ 0.79 0.02 ～ 1.41＊2 0.79 0.29＊2 4.27

小石和神明用水 0.20 ～ 0.26 0.02 ～ 0.16 0.26 0.16 0.22

増田用水 0.03 ～ 0.06 0.02 ～ 0.04 0.06 0.04 0.09

採用値（最大値）
減水深によ
る取水量

0.51

かんがい期 非かんがい期
観測結果

R5.11～R5.12
河川名 施設名称

観測結果

R5.7～R5.9

慣行水利権施設の取水量の設定

単位：m3/s
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慣行水利権の水利流量を変更（精査）

注）図中には、かんがい期で水利流量の合計が最大とな
る6月第5半旬のデータを示す。
非かんがい期では、変動がないため、1月第1半旬の
データを示す。

○各水利使用の取水位置及び取水量等を設定し、縦断的に整理した。

図１-8 水利縦断図

富
士
川
用
水

平
前
開
田
揚
水
機
場

清
子
揚
水
機
場

和
田
開
田
用
水

帯
金
揚
水
機
場

市
川
三
郷
町
水
道

楠
甫
揚
水
機
場

黒
沢
開
田
揚
水
機
場

上
堰
頭
首
工

高
岩
頭
首
工

四
ヶ
村
堰

鴨
狩
揚
水
機
場

西
島
揚
水
機
場

一
本
杉
用
水 竜

岡
用
水
樋
管

力
石
頭
首
工

太
郎
堰
用
水

大
堰
号
１
・
２
号

海
老
島
用
水

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80 85

取
水
量

（
ｍ

3 /
ｓ

）

距離標(km)

富士川～釜無川 かんがい期（変更前） かんがい期（変更後） 非かんがい期 許可水利権 慣行水利権

区間E 区間F区間D区間C区間B区間A 区間G 区間H

２．第2回検討会からの変更内容
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○第2回検討会時では、芝川、荒川は同時流量観測結果により流入量を設定していた。

○芝川は発電取水の放流による流入量を考慮するため比流量による設定へ変更した。

○荒川は山梨県により維持流量が設定されているため、維持流量による設定へ変更した。

変更後の設定

Ｎｏ．２及び荒川の流入量を維持流量に変更（精査）

河川
河川
区分

残流域 流入支川
流域面積

(km2）
設定方法

A 河口～松岡 残流域 13.0 比流量
血流川 4.7 比流量
残流域 17.9 比流量

北松野～稲瀬川 芝川 178.7 比流量
稲瀬川～稲子川 稲瀬川 39.7 比流量

稲子川 25.8
残流域 7.4
佐野川 44.1
残流域 0.9
福士川 56.9
残流域 18.7
戸栗川 31.9
残流域 0.4

波木井川 60.0
残流域 50.5
椿川 12.4

残流域 11.1
常葉川 92.9
残流域 6.8
早川 517.9 河川維持流量

残流域 10.7 比流量
手打沢川 5.1
残流域 11.1
三沢川 35.0
残流域 6.9
大柳川 37.3
残流域 11.2
戸川 38.0
新川 8.6

残流域 28.2
坪川 45.3
横川 37.7

常永川 4.5
防沢川 10.5
残流域 1.6

御勅使川 132.8 河川維持流量
六反川 10.0
残流域 1.9
塩川 402.9 河川維持流量

残流域 6.1 比流量
芦川 89.8

鎌田川 27.7
残流域 1.3
浅利川 11.6

滝戸川・間門川 27.2
荒川 193.2 河川維持流量
濁川 33.1 比流量

平等川 38.3
浅川・境川 34.3

馬場川・天川 21.0
残流域 7.0
金川 48.2

残流域 3.0
日川 113.7
重川 105.7

残流域 25.3 比流量

富士川

佐野川～十島堰 比流量

D

十島堰～南部橋 比流量

C
稲子川～佐野川 比流量

南部橋～戸栗川 比流量

戸栗川～塩之沢堰 比流量

比流量

常葉川～早川 比流量

比流量
F

早川～富士川橋 

富士川橋～三沢川 

大柳川～富士橋 比流量

富士橋～笛吹川 比流量

釜無川

河川維持流量

比流量

K 重川～亀甲橋 

H
御勅使川～塩川 

塩川～船山橋 

G

笛吹川～常永川 比流量

I
釜無川～浅利川 比流量

笛吹川

B
松岡～北松野 

比流量

金川～日川 比流量

J

荒川～平等川 

平等川～金川 

常永川～御勅使川 比流量

浅利川～荒川 比流量

比流量

E
塩之沢堰～常葉川 

三沢川～大柳川 

第2回検討会時の設定
河川

河川
区分

残流域 流入支川
流域面積

(km
2
）

設定方法

A 河口～松岡 残流域 13.0 比流量
血流川 4.7 比流量
残流域 17.9 比流量

北松野～稲瀬川 芝川 178.7 同時流量観測
稲瀬川～稲子川 稲瀬川 39.7 比流量

稲子川 25.8
残流域 7.4
佐野川 44.1
残流域 0.9
福士川 56.9
残流域 18.7
戸栗川 31.9
残流域 0.4

波木井川 60.0
残流域 50.5
椿川 12.4

残流域 11.1
常葉川 92.9
残流域 6.8
早川 517.9 河川維持流量

残流域 10.7 比流量
手打沢川 5.1
残流域 11.1
三沢川 35.0
残流域 6.9
大柳川 37.3
残流域 11.2
戸川 38.0
新川 8.6

残流域 28.2
坪川 45.3
横川 37.7

常永川 4.5
防沢川 10.5
残流域 1.6

御勅使川 132.8 河川維持流量
六反川 10.0
残流域 1.9
塩川 402.9 河川維持流量

残流域 6.1 比流量
芦川 89.8

鎌田川 27.7
残流域 1.3
浅利川 11.6

滝戸川・間門川 27.2
荒川 193.2 同時流量観測
濁川 33.1 比流量

平等川 38.3
浅川・境川 34.3

馬場川・天川 21.0
残流域 7.0
金川 48.2

残流域 3.0
日川 113.7
重川 105.7

残流域 25.3 比流量

B
松岡～北松野 

比流量

金川～日川 比流量

J

荒川～平等川 

平等川～金川 

常永川～御勅使川 比流量

浅利川～荒川 比流量

比流量

E
塩之沢堰～常葉川 

三沢川～大柳川 

釜無川

河川維持流量

比流量

K 重川～亀甲橋 

H
御勅使川～塩川 

塩川～船山橋 

G

笛吹川～常永川 比流量

I
釜無川～浅利川 比流量

笛吹川

比流量
F

早川～富士川橋 

富士川橋～三沢川 

大柳川～富士橋 比流量

富士橋～笛吹川 比流量

富士川

佐野川～十島堰 比流量

D

十島堰～南部橋 比流量

C
稲子川～佐野川 比流量

南部橋～戸栗川 比流量

戸栗川～塩之沢堰 比流量

比流量

常葉川～早川 比流量

芝川：比流量
による設定へ変更

荒川：維持流量
による設定へ変更

２．第2回検討会からの変更内容
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Ｎｏ．２及び荒川の流入量を維持流量に変更（精査）２．第2回検討会からの変更内容

○第2回検討会時では、芝川、荒川は同時流量観測結果により流入量を設定していた。

○芝川は発電取水の放流による流入量を考慮するため比流量による設定へ変更した。

○荒川は山梨県により維持流量が設定されているため、維持流量による設定へ変更した。

本川上流域＊

洪水時以外は沼川流域
からの流入はないため対
象外

笛吹川上流域＊

清水端

北松野

潤井川

沼川

沼川流域

河川維持流量を設定

同時流量観測結果より設定

比流量より設定（支川流域）

比流量より設定（残流域）

*）正常流量の検討では、管理区間の上流端には、
下流区間の正常流量を達成できる流量を算定

本川上流域＊

洪水時以外は沼川流域
からの流入はないため対
象外

笛吹川上流域＊

河川維持流量を設定

比流量より設定（支川流域）

比流量より設定（残流域）
*）正常流量の検討では、管理区間の上流端には、
下流区間の正常流量を達成できる流量を算定

清水端

北松野

沼川流域

同時流量観測から
比流量へ変更

同時流量観測から
河川維持流量へ変更
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（Ｎｏ．２）

○第2回検討会では、芝川の流入量を同時流量観測結果をもとに設定していた。

○芝川は上流で発電のため取水され、芝川と北松野の間で放流されており、同時流量観測の結果のみでは、

流入量を把握できていなかった。

○放流される流量を考慮し、芝川の流入量を比流量で設定することとした。

北松野

新内房橋

同時流量観測位置 11

富士川正常流量検討会第3回資料
令和6年11月27日

↑

富
士
川

２．第2回検討会からの変更内容



（Ｎｏ．２）２．第2回検討会からの変更内容

H135北松野

佐
野
川

稲
子
川

稲
瀬
川

芝
川

0

5

10

15

20

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

流
量
(㎥
/s
)

河口からの距離(km)

H18.1.26 H21.8.26 H22.1.27 H25.7.10 H18.1.26 H21.8.26 H22.1.27 H25.7.10

H135北松野

佐
野
川

稲
子
川

稲
瀬
川

芝
川

0

5

10

15

20

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

流
量
(㎥
/s
)

河口からの距離(km)

H26.6.4 H27.5.27 R1.5.8 R3.5.12 H26.6.4 H27.5.27 R1.5.8 R3.5.120

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

0 5 10 15 20 25

北
松
野
同
時
流
量
－
芝
川
合
流
前
流
量
（
m
3
/
s）

北松野流量（m3/s）

1/10渇水流量程度の流況を抽出したもの

※）支川流入量は同時流量観測結果（芝川のみ比流量による推定値）

比流量による
芝川流入量:.3.39m3/s

比流量による芝川
流入量を用いた

比流量による流
入量は観測値
の下限値相当

注）H135地点の同時流量観測結果に支川流入量を加えて算
出した芝川合流前流量と、北松野地点の同時流量観測
結果の差から、芝川合流前～北松野間の流入量を算出

○比流量で設定した流入量は3.39m3/s

〇比流量による芝川流入量は流量観測結果から整理した芝川合流前～北松野間の流入量の下限値相当と

なっているため概ね妥当と判断した。

○清水端地点1/10渇水流量程度（±2.0m3/s）の流況を対象に同時流量観測結果を用いた水収支計算を示す。

凡例
：H135を始点とする
水収支計算結果

：同時流量観測等結果

：評価区間の境界

：流入（同時流量観測結果）
※

凡例
：H135を始点とする
水収支計算結果

：同時流量観測等結果

：評価区間の境界

：流入（同時流量観測結果）
※

比流量による芝川
流入量を用いた

■
新内房橋

■
新内房橋
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荒川の維持流量の設定

荒川の流入量を維持流量に変更（精査）２．第2回検討会からの変更内容

○荒川は山梨県により維持流量が設定されているため、維持流量による設定へ変更した。

出典）山梨県HP荒川総合開発事業資料

二川橋地点の位置

荒川

笛吹川

二川橋
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〇第2回検討会資料では、釜無川・峡東流域下水道事業の計画値を設定していたが、現状に即した直近年（R5）の実績下
水放流量を還元量として設定。

○奥駿河湾流域別下水道富士宮処理区の下水放流が星山放水路を通して富士川流入しているため、還元量として設定。
流量は、現状に即した近年の実績放流量とした。
釜無川流域下水道：釜無川（笛吹川合流点上流）：日量51,942m3/日（0.601m3/s） ※変更前：計画値1.667m3/s

峡東流域下水道：笛吹川（釜無川合流点上流） ：日量28,711m3/日（0.332m3/s） ※変更前：計画値0.887m3/s

駿河湾流域別下水道富士宮処理区：富士川（北松野地点下流）：年量9,013,053m3/年（0.285m3/s） ※今回追加

出典）公益財団法人 山梨県下水道公社HP 

https://www.yamanashi-swc.or.jp/guide/126

https://www.yamanashi-swc.or.jp/guide/122

富士宮市下水道事業経営戦略
https://www.city.fujinomiya.lg.jp/sp/citizen/visuf8000001pfkg-att/

visuf8000001pfmh.pdf

〔峡東流域下水道〕〔釜無川流域下水道〕 〔奥駿河湾流域別下水道富士宮処理区〕

流域下水道の流入量精査及び追加（精査）２．第2回検討会からの変更内容
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図２－５ 奥駿河湾流域別下水道整備総合
計画説明図（令和元年５月）静岡県

図２-３ 釜無川流域下水道の概要 図２-４ 峡東流域下水道の概要



Ｎｏ．３（伏没・還元傾向の検討区間の見直し）

○富士川は、主な横断工作物の位置や河川区分の変化点で設定しており、該当区間の流量に大きな影響を与える堰の
放流量を考慮した区間設定となっているため、第2回検討会時の設定を概ね踏襲。
（変更点）代表地点の設定結果を踏まえ、検討区間の上流端を清水端地点とした。

凡例
●同時流量観測地点
●流量観測所

0
(H-0)

10
(H-76)

20
(H-122)

30
(H-173)

40
(H-226)

50
(H-277)

60
(K-19)

km

松岡 北松野 南部

駿
河
湾
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平

前

開
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揚

水

機

場

(許)

清
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揚

水

機

場

(許)

帯

金

揚

水

機

場

(許)

和

田

開

田

用

水

稲
子
川

佐
野
川

芝
川

稲
瀬
川

椿
川

常
葉
川

三
沢
川

波
木
井
川

早
川

手
打
沢
川

福
士
川

戸
栗
川

富山橋

(慣)

西

島

揚

水

機

場

(許)

富

士

川

用

水

(慣)

鴨

狩

揚

水

機

場

(許)

楠

甫

揚

水

機

場

(許)
市
川
三
郷
町
水
道

塩之沢堰

南部橋

十島堰

内房橋

四ヶ郷堰

富士川橋

大
柳
川

血
流
川

清水端

横
川

戸
川

新
川

(許)

黒

沢

開

田

用

水

富士橋

笛
吹
川

富
山
橋

岩
間

富
士
橋

K
6
2

H
4
0

新
内
房
橋

H
1
3
5

H
1
3
8

H
2
2
9

H
2
3
1

富士川

① ② ③ ④

H231H229H138H135北松野H40

変更後

区間C 区間D 区間F区間E区間B区間A

① ② ③ ④

富士橋H231H229H138H135北松野H40

変更前

清水端
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Ｎｏ．３（伏没・還元傾向の検討区間の見直し）２．第2回検討会からの変更内容

○伏没・還元傾向をより詳細に把握するため、河川区分、河道特性及び同時流量観測地点等を踏まえ、対象区間を再検
討した。

• （変更点）河川区分G・Hの境界のK175地点（上堰頭首工直下）を区切りに検討区間を追加。
• （変更点）釜無川下流では、釜無川・笛吹川並走区間直上のK95地点に検討区間を変更。
• （変更点）下流端を清水端地点とした。

信玄橋

60
(K-19)

70
(K-112)

80
(K-205)

85
(K-250)

清水端 浅原橋 船山橋

km

御
勅
使
川

塩
川

(許)

上

堰

頭

首

工

(許)

高

岩

頭

首

工

(慣)

一

本

杉

用

水

(慣)

力

石

頭

首

工

防
沢
川

横
川

戸
川

常
永
川

坪
川

六
反
川

船山橋浅原橋

笛
吹
川

新
川

高岩堰

(許)

黒

沢

開

田

用

水

富士橋 三郡西橋 開国橋

(慣)

竜

岡

用

水

樋

管

四ヶ村堰

四
ヶ
村
堰
用
水

(許) 武田橋

(慣)

太

郎

堰

用

水

(慣)

大

堰

1・2

号

(慣)
海
老
島
用
水

富
士
橋

K
6
2

K
7
5

K
8
5

K
9
5

K
1
1
5

K
1
2
5

K
1
3
5

K
1
4
5

開
国
橋

K
1
6
5

K
1
7
5

K
1
8
5

K
1
9
3

K62 K193
⑩

船山橋

⑨⑧
K125

⑦

K95

⑥⑤
清水端 K175

変更前

変更後

K62 K193 船山橋K125浅原橋

⑨⑧⑦⑥⑤

釜無川

区間F 区間G 区間H

河川区分G・Hの境界
上堰頭首工直下

笛吹川並走区間

凡例
●同時流量観測地点
●流量観測所

富士橋
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用
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峡
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F
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F
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F
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F
1
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砂
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下
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中
道
橋

白
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河
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(慣)
八
日
市
場
堰

(慣)
小
原
堰
用
水

Ｎｏ．３（伏没・還元傾向の検討区間の見直し）２．第2回検討会からの変更内容

笛吹川

⑬

下曽根橋

⑪ ⑫ ⑭
⑮

⑯ ⑰

砂原橋F86 石和 亀甲橋F38F14

変更前

変更後

下曽根橋 蛍見橋砂原橋 亀甲橋F38F14 F86

⑮
⑭

⑬
⑫

⑪⑩

蛍見橋

区間I 区間J 区間K

○伏没・還元傾向をより詳細に把握するため、河川区分、河道特性及び同時流量観測地点等を踏まえ、対象区間を再検
討した。

・（変更点）亀甲橋～蛍見橋区間は、多くの流入支川、取水地点があるため、石和地点を区切りに検討区間を追加。

凡例
●同時流量観測地点
●流量観測所

F
9
3

F
8
6

F
9
3
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Ｎｏ．４２．第2回検討会からの変更内容

○伏没箇所の選定方法と伏没の計算方法を変更した。

⑥

図 伏没がみられた区間の上流端流量と伏没・還元量の関係

第2回検討会時の設定 変更後の設定
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四ヶ郷堰 十島堰 塩之沢堰 上堰頭首工清水端北松野 船山橋
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○かんがい期の水収支計算について、4月を例に、第2回検討会からの主な変更点を示した。

第２回検討会時からの変更点まとめ（かんがい期：富士川・釜無川）

清水端地点23m3/s→22m3/s
芝川流入
（変更）

下水道放流
（追加）

取水量（慣）
（変更）

伏没量（変更）

下水道放流量
（変更）

伏没区間（変更）
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富士川正常流量検討会第3回資料
令和6年11月27日

２．第2回検討会からの変更内容

※水収支計算結果では、発電取水を行っている塩之沢堰、十島堰の下流で水利流量と維持流量を確保した場合を想定しています。

発電取水を行っている堰の下流
で水利流量と維持流量を確保し
た場合を想定（追加）



第２回検討会時からの変更点まとめ（かんがい期：笛吹川）

取水量（慣）
（変更）

下水道放流量
（変更）

取水量（慣）
（変更）

取水量（慣）
（変更）

取水量（慣）
（変更）
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富士川正常流量検討会第3回資料
令和6年11月27日

２．第2回検討会からの変更内容

○かんがい期の水収支計算について、4月を例に、第2回検討会からの主な変更点を示した。

取水量（慣）
（変更）
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水利流量 支川流入量 下水道放流量 代表地点
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第２回検討会時からの変更点まとめ（非かんがい期：富士川・釜無川）

清水端地点15m3/s→13m3/s

発電取水を行っている堰の下流
で水利流量と維持流量を確保し
た場合を想定（追加）

芝川流入
（変更）

下水道放流
（追加）

伏没量（変更）

下水道放流量
（変更）

伏没区間（追加）

伏没量（追加）

伏没区間（変更）
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富士川正常流量検討会第3回資料
令和6年11月27日２．第2回検討会からの変更内容

※水収支計算結果では、発電取水を行っている塩之沢堰、十島堰の下流で水利流量と維持流量を確保した場合を想定しています。

○非かんがい期の水収支計算について、１１月を例に、第2回検討会からの主な変更点を示した。



第２回検討会時からの変更点まとめ（非かんがい期：笛吹川）

下水道放流量
（変更）

伏没区間（追加）

伏没量（追加）
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富士川正常流量検討会第3回資料
令和6年11月27日２．第2回検討会からの変更内容

○非かんがい期の水収支計算について、１１月を例に、第2回検討会からの主な変更点を示した。


